
様式第４号（第４条・第５条関係） 

契 約 結 果 表 

入 札 番 号 第４９号 種 別 建設工事 

工事等の

内  容 

工 事 等 名 
平成２６年度 都市防災総合推進事業 

舞台民附線道路改良工事（第２工区） 

工事等箇所 吉田町 住吉 地内 

概 要 

道路土工 

 掘削工 V=980 ㎥  路床盛土工 V=830 ㎥  残土処理工 V=1200 ㎥ 

擁壁工 

 場所打擁壁工 4 箇所 

排水構造物工 

 作業土工 一式  側溝工 一式  函渠工 一式 

 管渠工 φ200 L=5ｍ  集水桝・ﾏﾝﾎｰﾙ工 1 箇所 

舗装工          区画線工 

 車道舗装工 A=1330 ㎥   区画線工 一式 

構造物撤去工                仮設工 

 構造物取壊し工 一式  運搬処理工 一式  水替工 一式 

発注担当課 都市建設課 

契約関係 

契 約 方 式 抽選型指名競争入札 入 札 日 平成２６年 ８月１９日 

契約相手方 

商号又は名称 
大石建設株式会社 

契約相手方

住 所 
吉田町大幡２１３０ 

契 約 金 額 ￥３２，７７８，０００－ 契 約 日 平成２６年 ８月２０日 

着 手 日 平成２６年 ８月２１日 完 了 期 日 平成２７年 １月３０日 

随意契約の

相手方を選

定した理由 

 

適用法令：地方自治法施行令第１６７条の２第１項第   号 

変更契約

関 係 

変 更 後 

契 約 金 額 
¥４２，５５４，１６０－ 変更契約日 平成２７年 １月２６日 

変 更 理 由 

 当初、舗装工事は別発注する予定でいたところ、電柱移設が難航

したことから工事発注の差し止めが余儀ない状況でした。中部電力

から連絡があり、移設が可能となりましたが、当初予定していた発

注方法では、年度内での工事完成が望めない状況となり、発注形態

を見直し、現場状況を把握している受注業者との設計変更対応と

し、舗装工事を増工する。 

 電柱移設の難航による工程の遅れ及び舗装工事の増工を考慮し、

工期を延長する。 

変 更 後 

完 了 期 日 
平成２７年 ３月１７日 
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契 約 結 果 表 

入 札 番 号 第４９号 種 別 建設工事 

工事等の

内  容 

工 事 等 名 
平成２６年度 都市防災総合推進事業 

舞台民附線道路改良工事（第２工区） 

工事等箇所 吉田町 住吉 地内 

概 要 

道路土工 

 掘削工 V=980 ㎥  路床盛土工 V=830 ㎥  残土処理工 V=1200 ㎥ 

擁壁工 

 場所打擁壁工 4 箇所 

排水構造物工 

 作業土工 一式  側溝工 一式  函渠工 一式 

 管渠工 φ200 L=5ｍ  集水桝・ﾏﾝﾎｰﾙ工 1 箇所 

舗装工          区画線工 

 車道舗装工 A=1330 ㎥   区画線工 一式 

構造物撤去工                仮設工 

 構造物取壊し工 一式  運搬処理工 一式  水替工 一式 

発注担当課 都市建設課 

契約関係 

契 約 方 式 抽選型指名競争入札 入 札 日 平成２６年 ８月１９日 

契約相手方 

商号又は名称 
大石建設株式会社 

契約相手方

住 所 
吉田町大幡２１３０ 

契 約 金 額 ￥３２，７７８，０００－ 契 約 日 平成２６年 ８月２０日 

着 手 日 平成２６年 ８月２１日 完 了 期 日 平成２７年 １月３０日 

随意契約の

相手方を選

定した理由 

 

適用法令：地方自治法施行令第１６７条の２第１項第   号 

変更契約

関 係 

変 更 後 

契 約 金 額 
¥４３，９６４，６４０－ 変更契約日 平成２７年 ３月 ９日 

変 更 理 由 

 現場精査の結果、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工・区画線工の数量に差異が生じた

ため、これに伴う数量を変更する。 

 当該路線は、湧水の発生が激しく、処理をしないままでは路床の

軟弱化が懸念されるため、有孔管を埋設し排水性を確保するため

に、管渠工を増工する。 

 また、当該路線のまわりには照明がなく、夜間歩行者や車両が通

行するにあたり、田んぼに転落する恐れがある。このため、視認性

向上を目指し、標識工・道路付属物工を増工したい。 

変 更 後 

完 了 期 日 
平成２７年 ３月１７日 

 


